
 

一般国道３３１号豊見城道路整備効果について 
                                    

渡久山雄一１・豊見山直樹２ 
１、２内閣府沖縄総合事務局 南部国道事務所 調査第一課（〒900-0001 沖縄県那覇市港町2-8-14） 

                                

 一般国道３３１号豊見城道路の暫定供用にあたり、利用者に整備効果をアピールするために、これまで

も用いられていた直接的な整備効果に加え、地域への経済効果や、企業の経費削減等、新たな視点での間

接効果検証を行った。 
 

キーワード アカウンタビリティ、間接効果、経済効果、ヒアリング調査、アウトカム指標 
                   
 

１．はじめに 

 
 豊見城道路は、地域高規格道路「沖縄西海岸道路」の

一部として、周辺地域の渋滞緩和はもとより、那覇市や

那覇空港と県南部地域とのアクセスを強化し「南部地域

の活性化」「物流効率化」「観光交流」を支援するために

整備を進めているところであるが、平成１９年３月に全

線２車で暫々定供用したことによって、どのように地域

の社会・経済活動の競争力向上、安全安心な地域社会の

寄与したかなど幅広い観点から検証し、事業の効果を把

握する事を目的として調査を行った。 
 

 

２．内  容 

 

全国的に道路行政マネジメント等でのアウトカム指標

など、整備効果を客観的に評価する手法を取り入れアカウ

ンタビリティの向上に努めているが、必ずしも国民が分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 位置図 

かりやすい指標となっているとはいえない部分もあり、よ

り分かりやすい指標が必要であると思われる。 
今回の調査は、ハード整備の効果を検証するために、豊

見城道路が全線暫々定供用したことによる効果把握を目

的として実施したが、単純で直感的な整備効果の方が、国

民の理解を得やすいと考え、アンケートやヒアリングによ

り道路利用者や企業の意見を伺い、バスの利便性に対する

評価や集客・売上げの増加等をとりまとめた。また、その

結果や交通量等のデータを元に、企業の経費削減や地域へ

の経済効果等の整備効果検証を行った。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 調査フロー 

豊見城道路 
記者発表 

利用者ｱﾝｹｰﾄ・ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査

結果の集計・整理 

豊見城道路交通量調査 

結果の集計・整理 

整備効果シナリオの設定 

豊見城道路交通量等調査

○交通量調査 

○旅行速度 

○渋滞調査 

利用者ｱﾝｹｰﾄ・ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査

○ﾊﾞｽ利用者ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査 

○企業アンケート調査 

○小学校アンケート調査

○Webアンケート調査 

○主要企業等調査 

整 理 効 果 分 析 

○社会経済データの収集整理・分析 

○直接効果の分析 

○地域社会・経済への波及効果分析 



３．分析結果 

 

(1) 豊見城道路の全線暫定供用により、地域の生活環境

が向上 

a)救急医療活動を支援 
『患者搬送時に豊見城道路を利用することで、カー

ブでの横揺れや信号停止による縦揺れが減少するため、

患者への負荷が軽減し安静搬送が実現した』との声が

聞かれた。 

b)歩行者等の安全性が向上 

国道331号等で交通量が減少したことにより、概ね国

道331号・豊見城道路・糸満道路に囲まれたエリアで交

通事故件数が約3割（3件/月）減少し、周辺の小学生保

護者（座安、光洋、西崎小学校）からも『安全性が向

上した』との声が聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ）路線バス運行環境が向上 

バスドライバーの9割以上が『バスの遅延回数が減っ

た』と感じており、その結果、『ドライバーの安全な

運転に寄与した』との声が聞かれた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●豊見城道路が搬送経路となり、救急医療活動に 

おける患者への負荷が軽減、安静搬送が実現 

・脳疾患の場合、カーブでの横

揺れや信号停止による縦揺れ

は、容態悪化の原因となりま

す。 

・豊見城道路は、それらが改善

し患者への負担も減少しまし

た。 

【糸満消防署ヒアリング結果】

図３ 信号交差点数の変化 
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資料：ﾊﾞｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾝｹｰﾄ調査結果(H19.12実施) 

●国道３３１号でバスの遅延が減少し、ドライバーの

安全な運転に寄与 

図６ 遅延減少による影
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到着時間までにゆとりができ、 
安全に運転出来るようになった

到着時間までにゆとりができ、 
精神的な負担が減った 
運行時間が短縮し、体への負担 
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図５ 生活環境の変化 

●国道３３１号や市道の交通事故が減少

し、歩行者も安全性の向上を実感 

供  用 
半年後 

（H19年） 

１１.４ 
（件/月） 

８.１ 
（件/月） 

※各年の4～10月データを集計した結果 
資料：沖縄県警察本部交通部事故ﾃﾞｰﾀ 

図４ 事故件数の変化 
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（３件/月） 

減少 



(2) 豊見城道路へと交通量が転換による効果 

a)那覇空港～西崎工業団地間の所要時間が11分短縮 

豊見城道路を利用することで、那覇空港→西崎地区

の所要時間が、平日12時間の平均で供用前の29分から

供用後の18分へと11分短縮した。 

b)兼城地区や西崎地区で渋滞が解消・緩和 

交通量の転換により、周辺の渋滞が解消・緩和した。

特に兼城交差点、西崎高層住宅前交差点では、供用前

の渋滞長700ｍが、供用後には0ｍ（解消）となった。 

c)豊見城道路の交通量が約4割増加 

供用半年後では、豊見城道路の交通量が、供用前に

比べ約4割（約5,500台/12h）増加し、並行する国道331

号では、約1割（約1,200台/12h）減少した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 地域社会・経済への波及効果 

a)豊見城道路の利便性・快適性向上 

那覇空港～西崎工業団地間の所要時間の短縮等によ

り西崎地区企業の9割以上が『豊見城道路の利便性・快

適性が向上した』と感じており、『輸送時間・配達時

間の短縮』や『移動する経路が増加し、利便性が向上』、

『西崎地区へのアクセス向上』といった効果を実感し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 利便性・快適性の変化 
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●豊見城道路の交通量が約４割増加し、国道３
３１号では約１割減少 

※上段：交通量(台/12h)、下段：構成比(%) 
斜体字は合計(台/12h) 

資料：12時間交通量調査結果 

荷物の輸送・配送時間が短縮、また荷痛みが減った

移動する際の経路が増え、営業活動の利便性がよくなった

豊崎地区につながることにより集客に効果があった

その他

●西崎地区の企業は、『荷物の輸送・配送時間

が短縮等』や『移動経路が増え、営業活動の

利便性が向上』、『集客の向上』を実感 

59.6

29.8

5.3
5.3

回答数
84社

資料：企業ｱﾝｹｰﾄ調査結果(H19.10実施) 

図１０ 経営面での変化 
図８ 交通分担の変化（断面１）

図７ 交通状況の変化 

※『向上していない』、 

『あまり向上していない』 

はそれぞれ0％であった 

向上した
69.0%

やや
向上した
27.4%

どちらでもない
3.6% 向

回答数

84社

９割以上 

那覇市方面との所要時間が短縮したこともあり、９割以上の企
業が利便性・快適性が向上したと回答※『向上していない』、
『あまり向上していない』はそれぞれ0％であった 

資料：企業ｱﾝｹｰﾄ調査結果(H19.10実施) 

●豊見城道路の利便性快適性向上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)営業の効率化によるコスト減 

 製造業では、配送時間の短縮により生産時間が増

加し、出荷額の増加につながった。また、旅行時間

の向上による輸送時間短縮をコストに換算したとこ

ろ、年間約4.2億円の削減と試算された。 

c)西崎地区事業所の売上が増加 

ヒアリングにより確認できた西崎地区の８事業所の

売上増約５千万円/月を、沖縄県産業関連表を元に沖縄

県全体への波及効果として試算した結果、約８千万円/

月、年間約９億円の経済効果があったと試算された。 

 

 

４．まとめ 

 以上の調査結果より、豊見城道路の暫々定供用により地

域社会への大きな効果が発現しているといえる。また、豊

見城道路と連続する糸満道路も平成２３年度全線暫々定

供用を目指して事業を進めており、供用すればさらに整備

効果向上が期待できる。 

 事業を円滑に進めるには、インフラを整備する事だけで

はなく、利用者に対し整備の必要性を理解してもらうこと

が重要である。そのためには、事業の進捗に合わせ、これ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

までのような整備による直接効果だけでなく、経済効果等

の間接効果を分析しインフラ整備が地域にもたらす影響

を検証することによりが効果的であると思われる。また、

その効果は一般的な感覚で分かりやすいことが望ましい。

今回の調査結果は、パンフレット等コストをかけた広報は

行わず、ホームページの掲載と記者発表のみ行ったが、沖

縄建設新聞には１面掲載された。これは、今回の調査結果

がそれだけの価値があると認められた結果だと思われる。  

インパクトのある内容であれば、費用のかからない記者

発表でも、ＰＲすることが十分に可能であり、特に経済効

果は利用者に対しアピール度が高いと思われる。そのため、

様々な視点から経済効果を検証する事は、事業に対する国

民の理解を得るのに有効であると思われます。但し、今回

の調査の中で経済波及効果は企業ヒアリングで回答して

頂いた８社のみでの検証となっており、データ数の確保に

よる精度向上が今後の課題として残っている。 

今回の効果検証がこれからのインフラ整備に、一つの指

標となるものと期待したいと思います。 
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●生産時間が増加し、出荷額も増加 

●営業活動が効率化 

●輸送時間が短縮され、輸送コストが約５割削減 

家具の配達時間が短縮し、家具を製作する時間が増え、製作に費やす時

間が増えたことで、生産量が増加し、出荷額が増加しました。【A社】 
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1.41.4億円億円//年年

資料：12時間交通量調査結果、ﾌﾟﾛｰﾌﾞ調査結果、H17道路交通ｾﾝｻｽ、ﾄﾗ
ｯｸの運送業の実態（（社）全日本ﾄﾗｯｸ協会） 
より試算した結果 

図１１ 企業のコスト減 

1回の外出で3件しか回ることができなかった取引先も5件回ることが出

来るようになり、営業の効率が上がりました。【B社】 

製造品配送
時間が短縮

製造品生産
時間が増加 出荷額が増加

資料：企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果(H19.9～12実施) 

資料：企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果(H19.9～12実施) 

※西崎地区８事業所合計の増加額であり、全事業所の増加額ではない 

●全線暫定供用により、西崎地区の売上※が

約２割（約５千万円/月）増加 

供用前 
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約２億９千万円/月 

約２割増 

豊
見
城
道
路 H19.3

供用

西崎地区 

 西崎地区の 8 事業所で

約5 千万円／月増加 

供用後 

資料：企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果(H19.9～12実施) 

図１２ 西崎地区事業所の売上の変化 


